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昨
年
度
は
世
界
中
に
蔓
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

遺
族
会
に
お
い
て
も
、
会
議
等
は
中
止
や
縮
小
開
催

と
な
り
、
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
、
海
外
で
の
慰
霊

巡
拝
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
も
出
来
ず
、
本

会
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
常
に
検
討
を
重
ね

な
が
ら
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
戦
没
者
遺
族
は

戦
後
の
動
乱
の
中
で
あ
っ

て
も
、
最
愛
の
肉
親
を

失
っ
た
悲
し
み
を
乗
り
越

え
、
再
び
悲
惨
な
戦
争
を

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
固

く
心
に
誓
い
、
昭
和
か
ら

平
成
、
そ
し
て
令
和
へ
と

恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指

し
、
英
霊
の
顕
彰
と
戦
没

者
遺
族
の
福
祉
の
向
上
に

心
血
を
注
い
で
参
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
無
意
味
な

戦
禍
で
失
わ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
遺
族

は
粘
り
強
く
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
活
動

を
続
け
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
七
十
五
年
が
経
過
し
た
現
在
、
戦

争
の
記
憶
は
風
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
今
日
、
我
が
国
が
平
和

と
繁
栄
を
享
受
で
き
て
い
る
の
は
、
祖
国

の
安
寧
と
家
族
の
幸
せ
を
念
じ
つ
つ
散
華

さ
れ
た
御
英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
二
十
一
世
紀
を
生
き
る
我
々

戦
没
者
遺
族
は
、「
二
度
と
戦
争
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
我
々
の
よ
う
な
遺
族
を
出

し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
原
点
に
今

一
度
立
ち
返
り
、
戦
争
の
史
実
と
平
和
の

尊
さ
を
後
世
代
へ
と
伝
え
続
け
て
い
く
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

英
霊
顕
彰
の
根
幹
で
あ
る
内
閣
総
理
大

臣
の
靖
国
神
社
参
拝
は
、
平
成
二
十
五
年

十
二
月
以
降
途
絶
え
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
総
理
、
閣
僚
の
参
拝
定
着
に
向
け
、

一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
尊
い
一
命
を
国
家
に
捧
げ
ら
れ

た
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国

家
補
償
の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
ま

徳島県戦没者記念館にて
毎月第2土曜日開催（13：30～14：30）

6月12日（土）・7月10日（土）・8月14日（土）は延期
（新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為）

９月の語り部についてはホームページにて開催の有無を掲載い
たしますので、ご確認お願いします。

携帯電話のバーコードリーダーで右の
QRコードを読み込んで下さい。

語り部事業のご案内

す
。
日
本
遺
族
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た
令
和
三

年
度
国
家
予
算
に
対
す
る
要
望
は
、
概
ね
予
算
計
上

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
引
き
続
き
努
力
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
化
著
し
い
本
会
の
後
継
者
育
成
は

喫
緊
に
し
て
、
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
戦
没
者

の
孫
、
曾
孫
を
中
心
と
し
た
青
年
部
活
動
を
さ
ら
に

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
会
は
、
市
郡
遺
族
連
合
会
、
日
本
遺
族
会
等
と

の
連
携
を
図
り
、
英
霊
の
顕
彰
、
遺
族
の
処
遇
改
善

等
福
祉
の
向
上
、
命
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
こ
こ
に
令
和
三
年
度
活
動
方
針
及
び

事
業
計
画
を
策
定
し
、
更
に
遺
族
会
活
動
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

Ⅰ　

活
動
方
針

Ⅰ　

活
動
方
針

一
、
英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

　
我
々
が
今
日
の
平
和
で
自
由
な
生
活
を
享
受
で
き
る

の
は
、
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
の
上

に
あ
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
国
家
、
国
民
は
戦
没
者
に

対
し
て
尊
崇
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
戦
没
者
を
祀
る
我
が
国
唯
一
の
追
悼
施
設
で
あ
る
靖

国
神
社
へ
の
参
拝
に
つ
い
て
、
国
を
代
表
す
る
内
閣
総

理
大
臣
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
当
然
で
あ
り
、

今
後
も
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
固
に
し
、
総
理
、

閣
僚
の
参
拝
の
定
着
化
と
、
知
事
等
の
靖
国
神
社
、
護

国
神
社
へ
の
参
拝
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
靖
国
神
社
に
代
わ
る
国
立
追
悼
施
設
は
、
靖

国
神
社
に
祀
ら
れ
た
英
霊
を
想
う
我
わ
れ
戦
没
者
遺
族

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
心
情
を
軽
ん
ず
る
と
と
も
に
、

靖
国
神
社
の
形
骸
化
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
構

想
が
再
燃
す
る
場
合
、
断
固
反
対
す
る
。

二
、
処
遇
改
善
運
動
の
推
進

　

戦
没
者
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
公
務
扶
助
料
等
は
、

国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改
善
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
公
的
年
金
の
扱
い

に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
予
断
を
許
さ
な
い
。

公
務
扶
助
料
等
の
重
要
性
と
そ
の
認
識
が
薄
れ
る

こ
と
な
く
、
引
き
続
き
改
善
が
な
さ
れ
る
よ
う
日
本

遺
族
会
等
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

三
、
組
織
継
承
へ
の
対
応

　

歴
史
を
重
ね
て
き
た
本
会
は
、
英
霊
の

顕
彰
と
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
の
向
上
と
い

う
不
変
の
使
命
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
終
戦
か
ら
七
十
五
年
が
経
過
し

た
今
日
、
組
織
の
中
核
で
あ
る
戦
没
者
遺

児
の
平
均
年
齢
は
八
十
歳
と
な
り
、
高
齢

化
は
否
め
な
い
。

　

次
の
世
代
へ
と
本
会
の
使
命
を
繋
い
で

い
く
た
め
、
青
年
部
の
組
織
強
化
と
、
活

動
の
活
性
化
の
た
め
に
支
援
を
行
う
。
ま

た
、
市
郡
連
合
会
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し

な
が
ら
、
本
会
が
主
催
す
る
各
種
研
修
会
、

慰
霊
巡
拝
の
充
実
を
図
る
。

四
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
へ
の
来
館
促
進

　

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
は
戦
没
者
の

御
霊
を
慰
霊
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
心
に

刻
み
、
命
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
語

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

令
和
三
年
三
月
三
十
日
︵
火
︶、
徳
島
県
護
国
神
社
に
お
い
て
、
第
二
十
二
回

理
事
会
を
開
催
し
、
令
和
三
年
度
活
動
方
針
、
事
業
計
画
を
審
議
の
う
え
、
決
定

し
た
。

令
和
３
年
度

徳
島
県
遺
族
会
の
活
動
方
針
・
事
業
計
画

徳
島
県
遺
族
会
の
活
動
方
針
・
事
業
計
画
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法
人
会
計
を
適
用
す
る
な
ど
包
括
的
総
合
的
な
管

理
運
営
を
行
う
。

⑴
役
員
会
等
の
開
催

理
事
会
三
回
（
六
月
上
旬
、
六
月
下
旬
、
三
月

下
旬
を
予
定
）

評
議
員
会
一
回
（
六
月
下
旬
を
予
定
）、
正
副

会
長
会
六
回
（
奇
数
月
）

監
事
会
一
回
（
五
月
中
旬
）
を
目
安
に
開
催
。

⑵
運
営
委
員
会
の
開
催
（
随
時
）

⑶
女
性
部
役
員
会
の
開
催

　

計
画
的
に
役
員
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
紙

芝
居
の
上
演
等
の
平
和
学
習
活
動
を
引
き
続
き
実

施
し
、
そ
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
青
年
部

と
の
連
携
を
行
う
。

⑷
青
年
部
役
員
会
の
開
催

　

計
画
的
に
役
員
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
女

性
部
と
連
携
を
図
る
。

　

引
き
続
き
、
戦
没
者
記
念
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
営
（
土
日
、
祝
日
）
へ
の
参
画
を
行
う
（
毎
月

二
回
程
度
）。

⑸
市
町
村
事
務
局
長
会
議

日
時
:
令
和
三
年
四
月
十
六
日
（
金
）

場
所
:
徳
島
県
護
国
神
社
参
集
殿

六
、
関
係
事
業
︵
予
定
︶

⑴
徳
島
県
護
国
神
社
主
催
（
場
所
は
、
い
ず
れ
も

徳
島
県
護
国
神
社
）

①
み
た
ま
祭
り

　

日
時
:
令
和
三
年
七
月
三
十
一
日（
土
）~

八
月
十
五
日（
日
）

②
平
和
祈
念
祭

　

日
時
:
令
和
三
年
八
月
十
五
日
（
日
）

③
神
恩
感
謝
祭

　

日
時
:
令
和
三
年
九
月
二
十
八
日（
火
）

④
例　

大　

祭

　

日
時
:
令
和
三
年
十
一
月
二
日
（
火
）

⑵
英
霊
に
こ
た
え
る
会
主
催

①
全
国
統
一
行
動
の
街
宣
活
動

　

日
時
:
令
和
三
年
八
月
初
旬
を
予
定

　

場
所
:
徳
島
市
内

②
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

日
時
:
令
和
三
年
九
月
~
十
月
で
予
定

　

場
所
:
香
川
県

り
継
い
で
い
く
た
め
の
施
設
と
し
て
、
平
成

二
十
六
年
十
月
五
日
に
開
館
し
、
す
で
に
開

館
六
年
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
館
で
実
施
す
る
語
り
部
事
業
、
特
別
企

画
展
を
は
じ
め
、
教
育
機
関
等
と
連
携
し
た

平
和
学
習
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
若
い
世
代

の
来
館
促
進
を
図
る
。

五
、
慰
霊
友
好
親
善
事
業
等
へ
の
参
加
推
進

　

本
会
主
催
の
海
外
慰
霊
巡
拝
事
業
に
加
え

て
、
日
本
遺
族
会
と
の
連
携
を
図
り
、
御
英

霊
の
戦
没
地
で
の
慰
霊
・
追
悼
を
行
う
慰
霊

友
好
親
善
事
業
、
遺
骨
帰
還
事
業
等
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
機
関
紙
に
お
け
る
広
報
活
動

等
を
通
じ
て
周
知
を
図
り
、
引
き
続
き
参
加

を
呼
び
か
け
る
。

 

Ⅱ　

事
業
計
画

Ⅱ　

事
業
計
画

一
、
戦
没
者
顕
彰
事
業

　

国
策
に
基
づ
き
殉
じ
た
尊
い
犠
牲
と
い

う
、厳
粛
な
事
実
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

戦
没
者
の
顕
彰
を
行
い
、
平
和
に
寄
与
す
る

事
業
活
動
を
実
施
す
る
。

　
（
※
印
は
社
会
情
勢
等
に
よ
り
変
更
の
可

能
性
有
り
）

⑴
地
域
追
悼
式
、
慰
霊
祭
等
へ
の
参
列

日
時
:
随
時

場
所
:
県
内
各
地

⑵
富
山
丸
戦
没
者
慰
霊
祭

日
時
:
令
和
三
年
六
月
二
十
九
日（
火
）

場
所
:
徳
島
県
護
国
神
社

⑶
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
及
び
靖
国

神
社
団
体
参
拝

日
時
:
令
和
三
年
八
月
十
四
日（
土
）~
十
五
日（
日
）

場
所
:
日
本
武
道
館
ほ
か

募
集
人
員
:
六
十
名
を
予
定
※

⑷
徳
島
県
戦
没
者
追
悼
式

日
時
:
令
和
三
年
八
月
二
十
四
日（
火
）

十
三
時
三
十
分
~

場
所
:
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
徳
島
県
郷
土

文
化
会
館
）

参
加
人
数
:
八
百
名
※

⑸
全
国
護
国
神
社
等
参
拝
・
千
羽
づ
る
奉
納
事
業

日
時
:
令
和
三
年
十
月
下
旬

場
所
:
中
四
国
護
国
神
社

募
集
人
数
:
四
十
五
名
を
予
定
※

⑹
沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

日
時
:
令
和
三
年
十
一
月
中
旬（二

泊
三
日
）

場
所
:
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

募
集
人
員
:
二
十
五
名
を
予
定
※

⑺
海
外
慰
霊
巡
拝

日
時
:
令
和
四
年
一
月
中
下
旬
（
数
日
か

ら
一
週
間
程
度
）　

場
所
:
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

募
集
人
員
:
二
十
五
名
を
予
定
※

⑻
春
の
靖
國
神
社
団
体
参
拝

日
時
:
令
和
四
年
三
月
下
旬

（
二
泊
三
日
程
度
）

場
所
:
靖
国
神
社
他

募
集
人
員
:
四
十
五
名
を
予
定
※

⑼
慰
霊
友
好
親
善
事
業
、
遺
骨
帰
還
事
業
等

の
相
談
・
周
知

　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
、
戦
没
者
の
遺
骨
帰

還
の
促
進
等
の
た
め
、
こ
れ
ら
事
業
に
参
加

し
た
い
会
員
の
相
談
に
応
え
る
と
と
も
に
、

事
業
主
体
で
あ
る
国
や
日
本
遺
族
会
と
情
報

連
携
を
行
い
、
事
業
の
周
知
を
図
る
。

⑽
援
護
対
策

　

十
八
名
の
戦
没
者
遺
族
相
談
員
へ
の
相
談
事

業
を
は
じ
め
、
特
別
弔
慰
金
等
の
請
求
を
は
じ

め
と
す
る
戦
没
者
遺
族
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

に
関
す
る
相
談
を
実
施
す
る
。

二
、
広
報
啓
発
事
業

　

広
報
啓
発
誌
の
発
行
、
県
内
外
へ
の
配
布

等
を
行
い
、
英
霊
の
顕
彰
、
戦
争
の
悲
惨
さ

と
恒
久
平
和
の
大
切
さ
等
を
広
く
訴
え
る
と

と
も
に
、
本
会
の
事
業
に
つ
い
て
周
知
を
図

る
。

⑴
徳
島
県
遺
族
会
会
報
の
発
行
、
県
内
配
布

　

年
間
六
回
、
奇
数
月
に
本
会
会
報
を
発
行

し
、
市
町
村
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
を
通
じ

て
会
員
へ
配
布
を
行
う
（
発
行
部
数
は
、
約

一
万
二
千
部
）。
ま
た
、
会
員
に
加
え
て
、

県
担
当
課
、
各
市
町
村
担
当
課
・
議
会
・
図

書
館
等
に
も
配
布
す
る
。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
遺
族
会
の
各
種

事
業
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
す
る
。

　

ま
た
、
地
元
新
聞
を
は
じ
め
マ
ス
コ
ミ
を

活
用
し
た
広
報
周
知
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

努
め
る
。

三
、
遺
族
処
遇
改
善
等
事
業

　

日
本
遺
族
会
、
各
都
道
府
県
遺
族
会
等
の

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
遺
族
の
処
遇
改
善

の
た
め
の
取
組
を
行
う
。
ま
た
、
国
の
援
護

施
策
改
善
に
向
け
た
要
望
活
動
を
実
施
す

る
。

⑴
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
及
び
国
会
陳
情

期
日
:
令
和
三
年
十
二
月

場
所
:
東
京
都

⑵
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

日
時
:
令
和
三
年
九
月
上
旬

場
所
:
愛
媛
県
松
山
市

⑶
長
寿
の
方
（
百
歳
）
へ
の
記
念
品
贈
呈

四
、
研
修
事
業

　

戦
没
者
遺
族
を
対
象
に
、
各
種
研
修
会
等

を
開
催
す
る
。
ま
た
、
関
係
団
体
が
実
施
す

る
戦
没
者
顕
彰
や
平
和
運
動
に
関
す
る
行
事

に
会
員
を
派
遣
す
る
。

⑴
役
員
等
研
修
会

日
時
:
令
和
三
年
四
月
三
十
日
（
金
）

場
所
:
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

⑵
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

西
部
地
区
:
令
和
三
年
六
月
四
日
（
金
）

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
山
川
町
）

南
部
地
区
:
令
和
三
年
六
月
五
日
（
土
）

阿
南
市
文
化
会
館（
富
岡
町
）

東
部
地
区
:
令
和
三
年
六
月
六
日
（
日
）

徳
島
県
護
国
神
社
参
集
殿

⑶
理
事
・
監
事
・
評
議
員
等
研
修
会

日
時
:
令
和
四
年
二
月
下
旬（
一
泊
二
日
）

県
内
宿
泊
研
修
施
設

五
、
法
人
事
業

　

本
会
の
運
営
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
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　日本遺族会が、厚生労働省から補助を受け実施している「戦
没者遺児による慰霊友好親善事業」では、令和３年度参加者
を募集しています。
　本事業は、戦没者の遺児を対象とした事業で、一度は亡き
父等の眠る地に赴き心ゆくまで慰霊追悼を行うとともに、同
地域の住民と友好親善を行うことを目的としております。
　本年度は、同事業が実施 30 年を迎えたことを記念し、船舶
や小型飛行機を１日借り上げ、該当者を対象に洋上慰霊また
は、機上遙拝を実施予定にしております。
■	参加費　１０万円
　※ 集合場所までの往復交通費、帰国時宿泊代、渡航手続手数

料等は含まれておりません。
■参加資格
　戦没者の遺児
　※過去の参加者について
　　過去の参加者については、参加経験が１年を経過した方
（令和元年度以前の参加者）は、複数回参加申込をすること
ができます。
■		申込方法
　県遺族会事務局へ

戦没者遺児による慰霊友好親善事業への戦没者遺児による慰霊友好親善事業への
参加募集のご案内参加募集のご案内

　毎年８月15日、政府主催により東京・日本武道館にて、天皇皇后両陛下の御臨席のもと、全国戦没者追悼式が挙
行されます。今年度も本県から追悼式に参列する遺族を募集いたします。先の大戦の記憶を風化させることなく次
の世代へ継承していくためにも、若い世代の遺族の参列もお待ちしております。
　詳細は新型コロナウイルスの感染状況等を踏まえて決定いたします。
　決まり次第ホームページに掲載させて頂きます。

■募集人数：未定
■参加経費：旅費の一部補助あり（差額は自己負担）
■参加資格：戦没者の父・母・妻・兄弟・姉妹・子・孫（初めて全国戦没者追悼式に参列される方）
■申込期間：令和３年５月２８日（金曜日）まで
■申し込み先：
　 徳島県遺族会は、参加希望の方の委託をうけて、申し込み手続きの代行を致します。
　参加希望の方は下記までお申し込み下さい。
〒770-8021 徳島市雑賀町東開21-1　徳島県遺族会事務局（TEL 088-636-3212）

実施地域 実施時期 募集人員
1 旧ソ連 令和３年８月中旬 40人
2 旧満州 令和３年９月上旬 40人
3 西部ニューギニア 令和３年９月上旬 40人
4 ボルネオ・マレー半島 令和３年９月下旬 40人
5 東部ニューギニア 令和３年10月中旬 42人
6 ビスマーク諸島 令和３年10月中旬 40人
7 中国 令和３年10月下旬 80人
8 トラック諸島 令和３年11月上旬 15人
9 パラオ諸島 令和３年11月上旬 15人
10 ミャンマー・タイ 令和３年11月中旬 80人
11 フィリピン（1次）　※ 令和３年12月中旬 120人
12 ソロモン諸島　　　※ 令和４年１月上旬 20人
13 マリアナ諸島　　　※ 令和４年２月上旬 40人
14 マーシャル諸島 令和４年３月上旬 20人
15 フィリピン（2次）　※ 令和４年３月中旬 120人
16 台湾・バシー海峡　※ 令和４年３月下旬 40人
※印は、船舶や小型飛行機を1日借り上げ洋上慰霊または機上遥拝を予定。

（特定地域）
１ 東部ニューギニア 令和４年２月上旬 36人
２ 西部ニューギニア 令和４年２月上旬 36人
３ ミャンマー 令和４年２月下旬 36人

令和３年度戦没者遺児による慰霊友好親善事業概要

　

護
国
神
社
で
は
、
七
月
三
十
一
日
㈯
・

八
月
一
日
㈰
の
二
日
間
（
提
灯
の
掲
示
は

七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
十
五
日
の
平
和

祈
念
祭
ま
で
）、夏
の
慰
霊
行
事
と
し
て「
み

た
ま
ま
つ
り
」
を
斎
行
の
予
定
で
す
。

　
「
み
あ
か
し
」
を
ご
神
前
に
灯
し
て
神
霊

を
お
慰
め
し
、
広
く
ご
神
徳
を
い
た
だ
く

お
祭
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
お
一
人
で
も
多
く
の
皆

様
に
「
提
灯
献
灯
」
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

提
灯
献
灯
お
申
込
み
要
領

❶
永
代
献
灯
︵
大
型
提
灯
︶

一
灯
に
つ
き
　
　
五
〇
、〇
〇
〇
円

❷
一
般
献
灯
︵
小
型
提
灯
︶︵
五
年
間
掲
示
︶

一
灯
に
つ
き
　
　
一
〇
、〇
〇
〇
円

　

現
在
一
般
献
灯
（
小
型
提
灯
）
の
お
申
込
み

が
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
一
般
献

灯
で
の
お
申
込
み
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

※
時
節
柄
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
提
灯
掲
揚
の
中
止
等
規

模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
献
灯
の
お
申
込
み
や
行
事
内
容

等
ご
不
明
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
護
国
神
社

社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

尚
、
提
灯
の
掲
揚
が
中
止
と
な
っ
た
場

合
、
一
般
献
灯
の
掲
示
期
間
は
一
年
延
長

し
て
掲
揚
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❶
永
代
献
灯

❷
一
般
献
灯

徳
島
県
護
国
神
社

徳
島
県
護
国
神
社

　

み
た
ま
ま
つ
り
献
灯
の
お
願
い

　

み
た
ま
ま
つ
り
献
灯
の
お
願
い

令和３年８月14日（土）～15日（日）（１泊２日）令和３年８月14日（土）～15日（日）（１泊２日）

令和３年度 全国戦没者追悼式（政府主催）（靖国神社団体参拝）
〰〰令和３年８月14日（土）～15日（日）（１泊２日）〰〰〰〰令和３年８月14日（土）～15日（日）（１泊２日）〰〰

令和３年度 全国戦没者追悼式（政府主催）（靖国神社団体参拝）

（広域地域）

〒770-8021
徳島市雑賀町東開21－1
徳島県護国神社社務所
電話 088－669－3090

＊実施地域や実施時期等は、相手国や交通機関等の事情及び今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況で変更、延期、中止となる場合があります。
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た
り
、「
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
を
今
後
と
も
心

に
刻
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
の
思
い
を
新
た
に
し
た
」

と
ご
発
言
さ
れ
た
。
戦
後
生

ま
れ
の
両
陛
下
が
わ
が
国
の

安
寧
と
世
界
の
平
和
を
願
い

歩
み
を
進
め
て
お
ら
れ
る
お

姿
に
思
い
を
い
た
し
、
私
た

ち
遺
族
会
は
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に

語
り
継
ぐ
社
会
的
責
務
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

英
霊
顕
彰
の
根
幹
で
あ
る

内
閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神

社
参
拝
は
、
一
部
の
近
隣
諸

国
に
配
慮
し
、
参
拝
が
途
絶

え
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
遺

憾
に
堪
え
な
い
。
国
の
礎
と

な
っ
た
英
霊
に
尊
崇
の
誠
を

捧
げ
る
た
め
、
国
の
代
表
で

あ
る
内
閣
総
理
大
臣
が
靖
国

神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
参
拝
の
定
着
に

向
け
て
引
き
続
き
粘
り
強
く

運
動
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

処
遇
改
善
運
動
で
は
、
恩

給
、
遺
族
年
金
等
受
給
者
の

活
動
を
展
開
し
、
青
年
部
の
力

を
借
り
て
各
支
部
に
も
波
及

し
て
い
る
。

　

今
し
ば
ら
く
制
約
の
多

い
日
々
が
続
く
と
予
想
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
遺
族
会
の
基

礎
を
築
か
れ
た
多
く
の
先
人

の
労
苦
に
思
い
を
馳
せ
、
今

こ
そ
さ
ら
に
結
束
を
強
固
に

し
、
出
来
る
こ
と
を
確
実
に

積
み
重
ね
、
粘
り
強
く
恒
久

平
和
な
社
会
を
目
指
し
て
活

動
を
重
ね
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
、
昨
年
度
事
業
計

画
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
に

「
今
後
の
遺
族
会
を
考
え
る

特
別
委
員
会
報
告
書
」
を
基

に
、令
和
三
年
度
活
動
方
針
、

事
業
計
画
を
策
定
し
、
懸
案

解
決
に
努
力
す
る
。

一
、
英
霊
顕
彰
運
動

⑴
総
理
、
閣
僚
の
靖
国
神
社

参
拝
の
継
続
・
定
着
運
動

の
推
進

①
総
理
、閣
僚
は
も
と
よ
り
、

国
民
の
代
表
た
る
国
会
議

員
の
靖
国
神
社
参
拝
が
定

着
化
す
る
よ
う
陳
情
運
動

を
展
開
す
る
。

②
環
境
整
備　

ア
.
世
論
喚
起

　
　

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
ま
ず
は
自
身
の

子
や
孫
、
ひ
孫
等
に
語
り

継
ぐ
こ
と
に
努
め
る
。

イ
.
国
会
対
策

　
　

総
理
、
閣
僚
の
靖
国
神

社
参
拝
を
は
じ
め
、
遺
家

族
議
員
協
議
会
、
拡
大
一

心
会
と
連
携
す
る
。

⑵
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設

建
設
構
想
の
阻
止

⑶
知
事
の
護
国
神
社
参
拝
運

動
の
推
進

⑷
大
東
亜
戦
争
の
正
し
い
歴

史
観
の
醸
成

⑸
市
区
町
村
に
お
け
る
追
悼

式
及
び
慰
霊
祭
等
の
実
施

⑹
靖
国
神
社
・
護
国
神
社
と

の
連
携

⑺
靖
国
神
社
の
問
題
に
つ
い
て

⑻
そ
の
他

　

本
会
と
沖
縄
県
遺
族
連

合
会
が
毎
年
共
催
し
て
い
る

「
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」

に
本
部
、
支
部
一
体
と
な
っ

て
参
加
協
力
す
る
。
特
に
、

青
年
部
に
つ
い
て
は
、
戦
没

者
の
孫
、
ひ
孫
等
の
積
極
的

な
参
加
を
促
す
。

二
、
戦
没
者
遺
族
の
処
遇
改

善
運
動

⑴
公
務
扶
助
料
等
の
改
善

　

国
家
補
償
の
理
念
で
支

給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
国
会
議
員
に
対
し
機
会

を
捉
え
広
く
知
ら
し
め
る
努

力
を
行
う
。

⑵
特
別
弔
慰
金
の
支
給
要
件

の
改
善
等

　

失
権
遺
族
が
速
や
か
に
転

給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め

減
少
が
顕
著
と
な
る
今
日
、

受
給
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
遺
家
族
議
員
協
議

会
、
拡
大
一
心
会
議
員
と
連

携
を
密
に
し
て
、
今
後
も
受

給
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
運
動
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

組
織
の
中
核
で
あ
る
戦
没

者
遺
児
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
後
継
者
で
あ
る
本
会
青

年
部
が
始
動
し
、
着
実
に
活

動
の
幅
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

引
き
続
き
青
年
部
の
育
成
に

努
め
る
と
と
も
に
、
本
会
、

青
年
部
が
両
輪
と
な
っ
て
、

遺
族
会
運
動
の
継
承
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
遺
族
会

活
動
は
制
限
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
知
恵
を
絞
り
、
感
染

症
予
防
を
徹
底
し
、
あ
ら
ゆ
る

行
事
に
取
り
組
ん
だ
支
部
に

敬
意
を
表
し
た
い
。
本
会
に
お

い
て
も
ウ
ェ
ブ
上
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
開
設
し
、
本
会
、
各

支
部
の
活
動
を
公
開
す
る
な

ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
た
広
報

る
と
と
も
に
、戦
没
者
の
孫
、

ひ
孫
等
も
支
給
対
象
と
な
る

よ
う
、
本
部
、
支
部
一
体
と

な
っ
て
国
に
強
く
求
め
る
。

⑶
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
継
続
・
増

額
⑷
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の

国
費
参
列
者
の
拡
大
及

び
、
式
典
内
容
の
改
善
等

三
、
組
織
の
拡
充
強
化

⑴
組
織
の
拡
充
強
化

　

戦
没
者
の
遺
児
は
、
将
来

組
織
の
中
心
的
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
る
青
年
部
を
育

成
す
る
た
め
に
共
に
追
悼
式

及
び
慰
霊
祭
へ
の
参
列
、
会

費
の
徴
収
、
機
関
紙
の
配
布

等
々
、
積
極
的
に
支
部
の
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
経
験
を
通
じ
て
各
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
指

導
者
層
を
形
成
し
て
い
く
。

青
年
部
は
自
主
性
を
持
っ
て

積
極
的
に
取
り
組
む
。

⑵
財
源
の
確
保

⑶
支
部
事
務
局
の
強
化

⑷
実
態
調
査
の
継
続
実
施

⑸
啓
蒙
活
動
の
実
践

⑹
支
部
遺
族
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討

⑺
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
に
伴
う
会
議

等
の
実
施

四
、
遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善

事
業
及
び
慰
霊
事
業
等

　

昨
年
は
、
世
界
中
に
蔓
延

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年

と
な
っ
た
が
、
未
だ
収
束
の

目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。
今

後
も
、
国
民
一
人
一
人
が
自

覚
を
持
ち
、
皆
で
こ
の
国
難

に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

戦
後
七
十
五
年
の
節
目
と

な
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式

は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御

臨
席
を
仰
ぎ
、
厳
粛
に
挙
行

さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
感

染
者
の
増
加
か
ら
両
陛
下

の
行
幸
啓
が
の
き
な
み
中
止

さ
れ
た
状
況
下
で
の
行
幸
啓

は
、
ま
さ
に
両
陛
下
の
戦
没

者
と
そ
の
遺
族
に
対
す
る
御

心
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
甚
謝

申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
一
貫

し
て
挙
行
の
姿
勢
を
貫
き
、

遺
族
が
安
心
し
て
式
典
に
臨

め
る
よ
う
尽
力
し
た
政
府
関

係
者
に
も
感
謝
し
た
い
。

　

陛
下
は
誕
生
日
会
見
に
お

い
て
、
戦
後
七
十
五
年
に
当

日
本
遺
族
会

令
和
三
年
度

日
本
遺
族
会

令
和
三
年
度

活
動
方
針・事
業
計
画
を
決
定

　
第
二
十
二
回
理
事
会
（
書
面
に
よ
る
決
議
）
に
お
い
て
、
令
和
三

年
三
月
三
十
日
付
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
遺
族
会
令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
要
旨
）
は
次
の
と
お
り
。

　
第
二
十
二
回
理
事
会
（
書
面
に
よ
る
決
議
）
に
お
い
て
、
令
和
三

年
三
月
三
十
日
付
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
遺
族
会
令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
要
旨
）
は
次
の
と
お
り
。

活
動
方
針・事
業
計
画
を
決
定
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　小松島市芝生町の さんが、
４月24日に百歳のお誕生日を迎えら
れ、徳島県と小松島市からお祝い状と
祝い金が、また、徳島県遺族会よりお
祝い状と記念品が贈られました。
　大森さんは、大正10年に小松島市に
てお生まれになり、16歳の時には小松
島実業高校（現：小松島高）の１期生
としてご入学されました。卒業後は実

家で農業の手伝いをされ、後に国鉄へ入社し、四国内の汽車
の検査や修理の他、事務等もなさっていたそうです。
　戦時中は福岡から満州（現：中国）の戦地へ向かわれまし
たが、終戦後に帰郷して１年後にご結婚をされ、１男２女を
育てられました。また、戦争により昭和17年4月に叔父を亡く
されてからは、小松島市遺族連合会の会員として、また平成
20年度より約５年間、役員としてご尽力いただきました。
　また、趣味では習字を地元の公民館等で指導、84歳からは
グラウンドゴルフを始められ、充実した時間を過ごされてい
るとのことです。
　大森さんは、「思いがけない百歳を無事に迎えることができ
て嬉しい。」と喜ばれていらっしゃいました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、感染予防等一層
の注意が必要な世の中となりましたが、これからも変わらず
お元気で過ごされますよう、心よりご祈念申し上げます。
 小松島市遺族連合会副会長兼小松島地区会長　前川　英貴

支部だより百歳のお慶び

⑴
遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

本
会
が
、
引
き
続
き
補
助

事
業
団
体
と
な
る
よ
う
努
め

る
。
ま
た
、
本
年
は
記
録
集

の
発
刊
や
参
加
者
に
よ
る
集

い
（
会
議
）
並
び
に
、
洋
上

慰
霊
ま
た
は
、
機
上
遥
拝
の

記
念
事
業
を
企
画
実
施
す

る
。
実
施
地
域　

広
域
地
域

十
五
地
域
、
延
べ
十
六
回
・

七
百
九
十
二
名
（
予
定
）　

特
定
地
域
三
地
域
・
百
八
名

（
予
定
）

⑵
戦
没
者
等
の
遺
留
品
の
返

還
に
伴
う
調
査
事
業

　

各
支
部
遺
族
会
の
協
力
を

得
て
、
遺
留
品
の
早
期
返
還

を
図
る
。

⑶
海
外
民
間
建
立
慰
霊
碑
移

設
等
事
業

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
三
地

域
（
予
定
）

⑷
国
内
民
間
建
立
慰
霊
碑
移

設
等
事
業

　

国
や
自
治
体
が
積
極
的
に
民

間
建
立
慰
霊
碑
の
維
持
管
理
に

関
与
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

⑸
樺
太
・
千
島
戦
没
者
慰
霊

碑
維
持
管
理
事
業

　

｢

樺
太
・
千
島
戦
没
者
慰

霊
碑
」
の
良
好
な
維
持
管
理

に
努
め
る
。

五
、
遺
骨
収
集
事
業
並
び
に

戦
跡
慰
霊
巡
拝

⑴
遺
骨
収
集
事
業
等

　

日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推

進
協
会
が
政
府
よ
り
委
託
を

受
け
実
施
す
る
遺
骨
収
集
事

業
等
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
参
加
協
力
す
る
。
遺
骨
収

集
実
施
地
域
十
六
地
域
（
予

定
）　

政
府
主
催
・
慰
霊
巡

拝
実
施
地
域
十
二
地
域
（
予

定
）

⑵
本
会
主
催
戦
跡
慰
霊
巡
拝

　

青
年
部
事
業
の
一
環
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
ま
た
は

鹿
児
島
県
知
覧
等
を
実
施
す

る
。

六
、
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進

⑴
国
内
に
お
け
る
社
会
奉
仕

活
動

⑵
海
外
に
お
け
る
社
会
奉
仕

活
動

七
、
本
会
創
立
七
十
五
周
年

記
念
事
業
の
準
備

　

令
和
四
年
で
七
十
五
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
を
仰

い
で
の
式
典
の
開
催
を
は
じ

め
記
念
事
業
等
を
検
討
し
、

準
備
す
る
。

八
、
旧
九
段
会
館
跡
に
建
設

さ
れ
る
建
物
の
利
用
に
つ

い
て

九
、
支
部
分
担
金
の
見
直
し

　

各
支
部
の
運
営
に
負
担
と

な
っ
て
い
る
分
担
金
の
減
額

に
つ
い
て
、
本
部
は
検
討
を

は
じ
め
る
。

十
、
昭
和
館
運
営
事
業
の
推
進

⑴
広
報
活
動
等
事
業

⑵
展
示
事
業

⑶
資
料
収
集
事
業

⑷
関
連
情
報
提
供
事
業

⑸
戦
中･

戦
後
の
労
苦
を
伝

え
る
語
り
部
育
成
・
活
動

事
業

⑹
関
係
施
設
等
連
携
会
議

（小松島市）

一
、
内　

容

　

徳
島
県
遺
族
会
は
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
の
創
立
以
来
、

英
霊
顕
彰
、
遺
族
の
福
祉
増
進
、
戦
争
史
実
の
伝
承
等
に
つ

い
て
地
道
な
活
動
を
長
年
継
続
し
、
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。

　

特
に
、
五
十
周
年
記
念
誌
を
発
行
し
た
平
成
十
三
年
以
降

に
お
け
る
本
会
を
巡
る
状
況
や
活
動
経
過
に
つ
い
て
は
、
徳

島
県
護
国
神
社
の
移
転
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
の
建
設
、

特
別
展
や
語
り
部
事
業
の
実
施
、
戦
没
者
を
見
送
っ
た
家
族

像
の
建
立
、
そ
し
て
出
征
を
見
送
る
家
族
の
像
の
奉
納
な
ど
、

大
き
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」
は
、
当
会
が
今
年

創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
経
過

を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
だ
事
業
や
そ
の
成
果
を

広
く
伝
え
る
た
め
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、「
七
十
周
年
記
念
誌
︱
あ
し
た
へ
Ⅱ
︱
」
の
特
徴

　

徳
島
県
遺
族
会
五
十
周
年
記
念
誌
発
行
以
降
の
事
業
記
録

を
中
心
に
構
成
。

（
記
念
館
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
御
英
霊
の
お
名

前
を
は
じ
め
、
護
國
神

社
移
転
の
際
の
寄
付

者
名
簿
（
石
碑
よ
り
）、

ま
た
会
員
か
ら
の
寄
稿

文
な
ど
も
掲
載
。）

三
、
購
入
に
つ
い
て

　

①　

一
冊
当
た
り　

千
七
百
円
（
税
込
）

　

②　

総
ペ
ー
ジ
数　

三
百
四
十
七
ペ
ー
ジ

　

③　

発
行
の
時
期　

令
和
三
年
三
月
十
二
日
発
行

　

④　

申
込
み
方
法

　
　
　
　

徳
島
県
遺
族
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　
（
電
話
０
８
８
―
６
３
６
―
３
２
１
２
）

徳
島
県
遺
族
会

徳
島
県
遺
族
会

「
七
十
周
年
記
念
誌

「
七
十
周
年
記
念
誌
――
あ
し
た
へ
Ⅱ

あ
し
た
へ
Ⅱ
――
」
頒
布
中

」
頒
布
中

遺
族
会
会
員
の
皆
様
へ

遺
族
会
会
員
の
皆
様
へ  

購
入
の
ご
案
内

購
入
の
ご
案
内
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︵
三
月
︶

5
日　

正
副
会
長
会
、
記
念
館
運
営
企
画
委

員
会
（
護
国
神
社
）

13
日　

第
九
回
70
周
年
記
念
誌
発
行
小
委
員

会
（
護
国
神
社
）

13
日　
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

16
日　

父
の
像
清
掃
・
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳

島
市
中
央
公
園
）　

22
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
東
京
）　

※
書

面
決
議

28
日
~
30
日　

春
の
靖
国
神
社
参
拝
（
靖
国

神
社
他
）　

※
中
止

30
日　

理
事
会
（
護
国
神
社
）

︵
四
月
︶

10
日　
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

16
日　

市
町
村
遺
族
会
事
務
局
長
会
議
（
護

国
神
社
）

20
日　

女
性
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）　

※
延
期

21
日　

日
本
遺
族
会
支
部
長
会
議
（
参
議
院

議
員
会
館
）　

※
中
止

23
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
総
会
等
（
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）　

※
中
止

30
日　

役
員
等
研
修
会
（
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
）　

※
中
止

令
和
三
年
五
月
~
七
月
行
事
予
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︵
五
月
︶

8
日　
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

8
日　

青
年
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

中
旬　

父
の
像
清
掃
・
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳

島
市
中
央
公
園
）

11
日　

日
本
遺
族
会
青
年
部
長
会
議
（
千
代

田
会
館
）　

※
延
期

12
日　

日
本
遺
族
会
女
性
部
長
会
議
（
千
代

田
会
館
）　

※
延
期

18
日　

監
事
会
（
護
国
神
社
）

24
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
千
代
田
会
館
）

25
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

︵
六
月
︶

4
日　

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
吉
野
川
市

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

5
日　
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
阿
南
市
文
化
会
館
）

6
日　

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
護
国
神
社
）

8
日　

理
事
会
・
戦
没
者
記
念
館
奉
賛
会
総

会
（
護
国
神
社
）

12
日　
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

14
日　
日
本
遺
族
会
評
議
員
会
・
理
事
会
（
東
京
）

15
日　

日
本
遺
族
会
事
務
局
長
会
（
東
京
）

24
日　

評
議
員
会
・
役
員
選
考
委
員
会
・
理

事
会
（
護
国
神
社
）

29
日　

富
山
丸
戦
没
者
慰
霊
祭
（
護
国
神
社
）

︵
七
月
︶

上
旬　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
理
事
会
・
評
議

員
会
（
護
国
神
社
）

上
旬　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

10
日　
語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

遺
族
会
の
動
き

令
和
三
年
三
月
~
四
月
行
事

　

本
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和
二
十
七
年
八
月
一

日
に
第
一
号
を
創
刊
以
来
、
絶
え
る
こ
と
な
く
発
行
し

て
き
た
機
関
紙
「
会
報
」
は
本
号
で
二
百
八
号
に
至
り

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
創
刊
以
来
、
六
十
九
年
間
の
会
報
を
保
存

版
と
し
て
、
本
会
の
活
動
の
記
録
を
と
ど
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
会
報
の
収
集
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

一
部
の
会
報
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
会

員
の
方
に
情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
の
会
報
を
お
持
ち
の
方
は
事
務
局
（
０
８
８-

６
３
６-

３
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

・
第
19
号

昭
和
33
年
発
行

・
第
26
号
~
62
号

昭
和
38
年
~
昭
和
49
年
発
行

・
第
66
号

昭
和
51
年
も
し
く
は

昭
和
52
年
発
行

・
第
69
号

昭
和
53
年
発
行

・
第
83
号

昭
和
58
年
発
行

・
第
127
号

平
成
18
年
発
行

ホームページ随時更新中!!

　各種行事、記念館の語り部事業、慰
霊巡拝等の最新の情報をお知らせして
います。
携帯・パソコンの検索欄に
徳島県遺族会  もしくは
徳島県戦没者記念館  と入力 

ホームページのアドレス
URL　http://izokukai.jp/

携帯電話のバーコード
リーダーで右記QRコー
ドを読み込んで下さい。

アクセス数 110,328
（R3.4.30 現在） 過

去
の
会
報
の
情
報
提
供
の
お
願
い

過
去
の
会
報
の
情
報
提
供
の
お
願
い

１．目　　的
　先の大戦では多くの尊い命が犠牲となりました。本県出身者では、約３万４千人が犠牲となってお
り、この歴史的事実を風化させることなく、平和の尊さを改めて見つめ直し、次の世代に正しく継承
していくため、中学生を対象に平和に関する作文コンクールを実施します。
　また、応募作品の中から優秀な作品を表彰するとともに、令和３年８月24日（火）に開催する徳島
県戦没者追悼式において作者が朗読し、広く平和のメッセージを届ける機会とします。

２．募集規定
　（1）募集期間
　　　令和３年４月19日（月）～令和３年７月20日（火）（必着）
　（2）募集対象者
　　　徳島県在住の中学生
　（3）応募規定
 作文のテーマ（例）
 　○戦争と平和について　○平和学習で学んだこと
 　○ 戦争体験者の話を聞いて（徳島大空襲・戦地の

記憶・戦後の暮らしなど）
 　○徳島県戦没者記念館を見て
  原稿用紙に作文を書き、（４）の応募先へ郵送又は持参

すること。
 ・原稿用紙は400字詰め・縦書き・２枚程度
 ・題名、学校名、学年、氏名（フリガナ）を記入のこと（欄

外でも良い）
　（4）応募先
　　　　徳島県保健福祉部保健福祉政策課
　　　　〒770-8570 徳島市万代町1－1　県庁2階
　　　　電話　088-621-2170

３．審査・表彰
　　・審査員により最優秀作品、優秀作品を選定します。
　　・最優秀賞（１名）……賞状・図書カード１万円
　　・優秀賞（２名）………賞状・図書カード５千円
　　○ 最優秀賞、優秀賞の方には令和３年８月24日（火）

徳島県戦没者追悼式で賞状授与を行います。
　　○ 最優秀賞作品は、賞状授与会場において作者によ

る朗読を行っていただきます。
４．主催・後援
　　主催　徳島県・一般財団法人徳島県遺族会

後援　徳島県教育委員会
　●問合せ先
 ①徳島県保健福祉部保健福祉政策課
 　〒770-8570 徳島市万代町1-1 県庁2階
 　電話　088-621-2170
 ②一般財団法人徳島県遺族会
 　〒770-8021 徳島市雑賀町東開21-1
 　電話　088-636-3212

第７回　平和作文コンクール　作品募集（中学生対象）


